
友達の家に泊まりに行ってお風

呂に入ってたら、友達の弟も

入ってきて、勃起してて・・・ 
 

私は紗織、小学6年生。今日は普段
から大の仲良しの朋香の家に初め

てのお泊まりに来ている。朋香とは

同じクラスで、席も隣同士。学校で

はいつも一緒にいて、放課後も一緒

に遊ぶ仲良しだ。今日は学校が終

わってから朋香の家に行って、お喋

りしたりゲームしたりして遊んでた。 

「紗織、一緒にお風呂入ろう！」 

朋香の家のお風呂は広くて、湯船も

大きくて、まるで旅館みたい。2人で



キャッキャ言いながら服を脱いで、

シャワーで体を流してから、湯船に

ゆっくり浸かった。 

「はあ～、気持ちいいね！」 

朋香がのんびり言って、私も笑いな

がら頷いた。 

「うん、ほんと！ 楽しいね～」 

学校の話とか、好きなアイドルのこ

ととか、最近見たアニメのこととか、

女の子同士の他愛ないおしゃべり

が弾む。 

そんなとき、突然朋香が湯船から上

半身を乗り出して、風呂場のドアを

少し開けた。 



「陽太ー！！ あんたも早く入ってお
いでよー！！」 

えっ！？ 私は一瞬で固まった。陽
太くんは朋香の弟で、1個下の小学
5年生。まさか一緒に風呂！？ 

「ちょ、ちょっと朋香！ だめだよ、陽
太くん入ってきたら恥ずかしいよ

……！」 

私が慌てて小声で止めたけど、朋

香は全然動じないで笑ってる。 

「いいじゃんいいじゃん！ 私と陽太
はいつも一緒に風呂入ってるし平気

だよ！ 」 

「い、いやでも……」 



私は顔を赤くして湯船の中で体を縮

めた。でも朋香は大声で陽太くんを

呼び続けてる。 

「陽太ー！ 早くしなさいよー！ お姉
ちゃん待ってるんだから！」 

少し間があって、ドアがゆっくり開い

た。陽太くんが恥ずかしそうに顔だ

け覗かせて、こっちをチラチラ見て

る。 

「お、お姉ちゃん……紗織ちゃんも
いるんだよね？ なんか……恥ずか
しいかも……」 

陽太くんの声が小さくて、耳まで赤く

なってる。かわいいなあ、と思ったけ

ど、私もドキドキして仕方ない。 



「いいから入ってきなさい！ 男の子
なんだから恥ずかしがらないの！」 

朋香の強引な一言に押されて、陽

太くんは脱衣所で服を脱いで、渋々

お風呂場に入ってきて...私は慌てて
目を逸らした。でも、好奇心でチラッ

と見てしまった。 

 


